（記入例）
学術コンサルティング申込書兼受諾書

　　令和８年４月１日
信州大学○○学部長
○○　○○　殿
	（申込者）
	
	

	住　所
	〒〇〇〇-〇〇〇〇
長野県松本市○町1-1
	

	機関名
	株式会社シンシュ
	

	法人番号
	*********
	

	役職名
	取締役社長
	

	代表者
	信州 一郎
	印



　信州大学学術コンサルティング取扱規程（令和7年9月26日信州大学規程第402号）（以下「本規程」という）に基づき、下記のとおり学術コンサルティングを申し込みます。

記

	１．学術コンサルティング題目
	○○に関する技術的な指導

	２．目的及び内容
	当社で開発中の○○に関して、付加価値をつけるための方法について技術的な指導を受ける。

	３．実施期間
	令和８年４月１日から令和８年３月３１日

	４．実施形態（回数・時間等）
	1回2時間、合計6回の技術指導

	５．学術コンサルタント
※代表者には◎印を付す。
	所属部局・職名
	氏　名
	役割

	
	○○学部・教授
	信州太郎
	技術指導

	６．実施場所
	信州大学○○学部キャンパス　○○棟

	７．学術コンサルティング料
（消費税額及び地方消費税額を含む。）
	総額（税込）
	882,000円

	
	（内訳）
	直接経費
	指導料　565,000円
マッチング経費　0円
必要経費　65,000円
小計　630,000円

	
	
	間接経費
	252,000円

	８．約款等の合意
※いずれかに☑を付す。
	☑　信州大学学術コンサルティング約款の内容に合意します。
□　本規程第９条３項に基づき、契約内容を協議し、契約書による契約の締結を希望します。

	９．申込者の事務連絡先
	住所
	〒○○○-○○○○
長野県松本市○○○番○○号

	
	所属部署
	技術開発部

	
	役職・氏名
	信州一郎

	
	電話番号
	0263-00-0000

	
	E-mail
	●●○＠○○.co.jp



============================（以下、信州大学使用欄）============================

申込いただきました学術コンサルティングを受諾いたしました。

	　年　月　日
	
	

	
	信州大学○○学部長
	

	
	○○　○○
	印




	【申込書作成にあたってのお願い等】
○契約項目表３．実施期間
学術コンサルティングの実施期間を記載いただきます。なお、当該実施期間は、本学における学術コンサルティング料の経費執行期間となるため、一定期間の猶予をもって設定いただくようお願いする場合がありますことご了承ください。

○契約項目表７．学術コンサルティング料
「マッチング経費」とは、例えば技術指導を委託する教員が決まっていないため、本学のURA等の研究支援人材が指導教員を探索して委託者とマッチングさせることを学術コンサルティングとする場合の経費です。

○契約項目表８．約款等の合意
　別紙の約款に合意いただける場合は上段に印を、約款による合意ではなく個別に契約書を取り交わすことを希望される場合は下段に印をつけてください。なお、学術コンサルティング料が500万円を超える場合は、契約書を取り交わすこととさせていただきます。必要な場合は、契約書雛形をお渡しいたしますので本学担当者までご連絡ください。




